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島番戯金泥亜GB
おらが学校.おらが天欝

副校長　-ツ桝　秀美

ヒの高校球児をEj手中が厄ままする中､こんな工ビリー
ドを知りました｡

自己中心的でわがままだった高校球児の息子が.地震

のために野球の練習ところか､チームメイトもそろ73な

くなった現実を目の前にして. ｢自分にできることは呑

んだろう?｣と悩んだ末､人のため地域のために働き､

大きTIf声で挨拶を交わすようになり､某つきまでも確

しく変わったというものです｡予丑は初戦で負けてしま

います力し相手チ-ムと実見で握手し. ｢野球は一人で

はできない｡仲間カーいて試合ができることに感謝した

い｡｣とコメントしたとのこと｡この後も復興計画に若

者が執権的に閑わり､ ｢おらが町はおれ善で再生する｡ ｣

との息吹が高まっているとのニュースに｢がんばれ1 ｣

と応穎するとともG:､自分は伺ができるのかと問う8々

でもあります｡

rおらが学校は自分達で創ろうZ ｣との社運は本校にも

あります｡ 6年生の児童が自分たちで｢あいさつ実行童

貞会｣を立ち上げました｡ 『あさからしっかり.おはよ

うございます』と手書きした横断書を持ち.全校児童に

声をかけました｡元気な｢おはようございます｡｣の挨

拶がエントランスホールに飛び交いました｡自分から挨

拶をする子供がI少ないとのアンケート篤実を知り自分

たちで改善しようと立ち上がったのです｡ 2学期には､

他学年にも呼び掛け新たな計画が進行中です｡大変に頼

もしく.大いに褒めて伸ばし伝統にしてほしいと解って

います｡

｢あいさつのできる子｣のイメージ魚は｢明るい実弟で

目を合わせ.いつでもとこでも.自分から先に適切T3潜

葉を使って挨拶のできる子供｣でしょう力＼ ｢おはよう｡｣

と言うと｢おはよう｡｣と通ってくる1年生の段階から.

理想のイメージ魚に近づく6年生の段階までの指導を

計画的に学校全体で取り組んでいます｡日本で生まれた

赤ちゃん臥自然に日本語を話し始めるという｢母国請

教育｣の考え方では､教育は環境次集ということになり

ます｡よいモデルのいる環境の中で適切な教育を受ける

ことで､規範意弘も醸成されていきます｡それを中学校

の教具と共遭理解して取り組んでいるのか｢天沼の小中

一暮教育｣です｡ 6年生までに斗み上げた基世基本の内

杏を中学校が知悉L^思春期の難しさも鑑みて.さらに

積み上rlられるように連決して課幹決していこうと

しています｡

杉並区の教育課某指定校として昨年から.交流を進め.

4つの分科会(学賢規律.日本の伝統･文化鮒育.

キャリア教育.道徳)に分かれての研究浮華が6月29

日に実施されましたこキャリア教育分科会では. 3年生

が毎年取り組んでいる教会通りでのお店事体族の接客

指導の授業でした｡ゲストチュ-タ-に呼ばれたのは.

天沼中の2年生24人です｡自分もお店書体族を経壊し人

今回.舶休族するに当たり.マナー講習会を受講した

知韓も活かしての先生役でした｡また､道徳分科会では.

天沼小学校の教員が.中学1年生に授業を行いました｡

6年生でも事前撰業をして本番に臨み.同じ教材に対し

ての反応が6年と中1とは異なることが分かり､新た

な発見でした｡嚢琵教育9年間を俸7した時に､ ｢おら

が町は- ･ ｣との思いを培って地域に貢献できる若者

を育成していきたいものです｡

夏休みは.朝7時から校医(雨天はアリーナ)で始ま

るラジオ体操からスタ-トです｡すでに各学年ことにゲ

ストティ-チャーをお招きし第1 ･第2･みんなの体集

を勉強しました｡学校が子供と保護者.地域の万Jqとの

出会いの塩所になります｡元気な挨拶がコミュニティの

輔を作ります.本校が日指す地域立学校の理想の姿がそ

こにあります.

課題国書『クジラと海とぼく』 (水口博也作)臥夏

休みに母の実家で過L''Jすうちに海の世界にあこがれた

少年が.その写六撮影や生態のおもしろさを研究し.や

がて夢が実現できる日を迎えるという自伝です｡この夏.

将来を決める出会いが持っているかもLnません｡東北

の人たちにエ-ルを送りながら節tカレンタ-に取り

舶み､交通事故に気をつけて健康第-ですこしましょう｡



生活瀬導薗

いよいよ.子どもたちが侍っていた4 2日間の夏休みが始まります｡

いろいろな体験や､曽段できないことにチャレンジできるのも夏休みならでは｡次の境目善書郵こしなが

ら子どもたちが先憂した夏休みを過ごせるよう.ご家庭でもご鷲慮くださいますようお患いいたします｡

1　きまLJのある生藷を
･早寝早起きなど.生活のrリズム｣をくずきないように気をつける･

･自分で計轡を立て.覇の涼しいうちに肇甘する｡

2　夏休みだからこそできる経験を
･最期にわたる観察.美嚢.旅行妃､統雷.工作など鎖遺性豊かなものに取L)組む｡

(EEl暮せ.区民センタ-.郷土責料館等の施設も活用できます｡)
･地域の行事やボランティ7活動に書如し.地域とのかかわりを学ぶよい機会にする｡

3　豪嚢の一員としての白鷺を
･女史の中で､気持ちのよいあいさつをする

･豪最での仕事を分重し.手伝いをする｡

･蒙嚢との触れ合いの嶋をもつ｡

4　儀▲な体作りを

5. ●杜句r点l噌つ榊AJ乱7温dt

のJu l立つ讐■暮義II上げてI l手書.

t糠計中.豆ii香も加t±つ旬雷批E:I..i

九暮れ■川tt t'*書.

朝のラジオ体操(日曜を除く7月2 1日-27日の午前7時-7時30分･雨天時はアリーナ)や水泳

敬重に積極的に書加し.偉力づくりをする｡

5　安全な生斉を

★交通安全
･道の石鯛を歩き.飛び出しや儒号無視などをしない｡

･自転車は点検Lf.安全な曇LJ方をする｡

(故度開放に自転車で来ることは禁止になっています｡)

★訪境.痴ま等の被害と非行の防止

児呈向にはrt休みの生活)をRL)

ます.併せてごらんいただき､兼し

く充実した.そしてけ州iのな

い王休みをおjBごしください｡

･外出する時は.並と.呈三土.垣をしに.柵こ帰るかを確賢し､防犯フザーを携帯するU

･危験を感じたら大声を出して助けを求め.ピーボ1 1 0番養示の豪や店などに速げ込む｡

(万が一.不審者事故書にあったときは直ぐに1 1 0番適職をし,筆掛こも連絡してください〇
･必要のないお金は樽たない｡

･お小遣いで買ったものは親に岨告する｡

･チビもだけで夜丑くからの外出はしない｡

･子どもだけでゲームセンターや繁革帯に行かない｡

･インターネpJトや携帯竜馬等情報機番の悪用r=よる酔汝･中馬や詐欺行為などのハイテク犯恥の防止に

ついて手JBでfiL合う機会をもつ｡

★水や火を使った並び
･花火は大人の持導のもとでする｡

･プール.川などの並びは､拘*や決まりを必ず守る｡
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二本地震にtえて-ご暮▲で警し合う義象藍
≡　3月1 1日の東北地方太平洋沖地震発生後.余震が醜いています｡本校では.毒月の避難訓練と安全

J椿事のほれ夏休み前には轍材r地震と安全J零を使用し地震時の対応について光義に指事を行いま

け机夏休み中は児童が自宅で一人で遇ごしたLJ ,子脚士で外出した｡する機会も多くなL)*すので･
ご豪雇でもいろいろなケースを想定した鼓舞の増所や方射こついて十分帝し合う時間をもち･子どもが

E安心･安全な毒日を過ごせるよう学牧･尊慮が蔓株して取り組んでいきましょう｡
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